
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3008 

令和４年度 工業（電子機械科） 

 

教科 工業 科目 課題研究 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

課題研究は、みなさんが２年間学んできた知識や技術・技能を組み合わせ、実際にものづくり

や、高度な資格取得に取り組むものです。 

大きく４つの班に班分けをしたのち、自身の興味と関心でテーマや目標を設定し、役割分担など

を決めます。また個人のスキルアップはもちろんですが、メンバーで協力し合うチームワークも

必要となります。年度末には発表会を行いそれぞれの成果を確認します。 

 

 

２ 学習の到達目標 

課題研究はＰＢＬ学習の集大成でもあります。生徒自身が自らの問題を見つけ、その問題に向

き合い解決する能力を身に着けることを目標とし、自発的、創造的な学習態度を育成する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

テーマに対して目的

を設定し、計画的に

課題に取り組むこと

ができる。自発的・継

続的な学習を通じ

て、知識や技術を高

める探求力を養おう

としている。 

目的を理解し、達成

する為に、適切な手

段を講じ、解決を目

指し、自ら考え、判断

し、創意工夫する態

度を身につけてい

る。また自身の結果

をまとめ、成果を表

現できる。 

機械や電気に関する

基礎的な技能を身に

つけている。また、さ

らにそれを発展させ

て、個人のスキルア

ップをはかってい

る。 

機械や電気に関す

る基礎的な知識を

身につけている。ま

た、さらにそれを応

用するなどの理解

と考察力が身につ

いている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

出席状況 

授業内発表 

学習状況の観察 

授業内発表 

課題研究発表会 

学習状況の観察 

授業内発表 

加工技術などの精度 

学習状況の観察 

授業内発表 

課題研究発表会 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

年
間 

な
し 

１． オリエンテーション 

 テーマ説明と班分け 

 

２． 目標の設定 

 テーマに応じて目標設定 

 

３． 計画 

 年間を通じての計画作成 

 

４． 研究作業 

 加工・組立やプログラミング

などの作業と学習 

 

５． 検証（改善および改良） 

 目標達成度の確認、改善お

よび改良点の抽出 

 

６． 改善計画 

 改善計画の作成 

 

７． 改善研究作業 

 改善作業 

 

８． 検証 

 目標達成度の確認 

 

９． 課題研究発表 

 発表会資料作成と発表 
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a: テーマに対して目的を設定

し、計画的に課題に取り組むこ

とができる。自発的・継続的な

学習を通じて、知識や技術を高

める探求力を養おうとしてい

る。 

 

b: 目的を理解し、達成する為

に、適切な手段を講じ、解決を

目指し、自ら考え、判断し、創

意工夫する態度を身につけて

いる。また自身の結果をまと

め、成果を表現できる。 

 

c: 機械や電気に関する基礎的

な技能を身につけている。ま

た、さらにそれを発展させて、

個人のスキルアップをはかっ

ている。 

 

d: 機械や電気に関する基礎的

な知識を身につけている。ま

た、さらにそれを応用するなど

の理解と考察力が身について

いる。 

・ 学習状況

の観察 

・出席状況 

・授業内発 

表 

・加工技術な

どの精度 

・ 課題研究

発表会 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


